
順位

H17

-

H17

H17

-

H20

1.4

H18

0.9

23,713 0.7-

1.64

41,514

0.7

-

24,878

22,823 34,331

-175,438

2.89 1.54

1.1

1.4

25,342

43 43

4,590

-

175,438

1.54

-

0.08

◆総合計画における位置付け等

4,160

指標５
（単位：ｈａ　）

43

25,342

平成21年7月7日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年

過去３年間の鳥獣による農業被害面積を勘
案し、平均被害面積である1.54ｈａを目標と
する。

H22

実績値

H19 H20 H21

222,805 240,665

指標３
（単位：　 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：ｔ  ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

人件費 24,150 25,760

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

実績値

農業生産額

鳥獣被害件数

平成20年度（決算）

農業生産量

鳥獣農業被害面積

環境経済局

農林課

１　施策の目的

菅谷　一夫課長名

第１章　立地特性を生かした産業の振興をめざします

安定した農業経営の確立

年度

　安定した農業経営の確立に向け、経営体質の強化や農作業の効率化を進めるとともに、担い手である人材の育成・確保や生産・流通シ
ステムの構築を支援する。
　地産地消を推進するため、地場農産物の販売促進、販路拡大を図り、農業者の生産意欲を高める環境づくりを進める。
　津久井地域を中心として、鳥獣による農作物被害軽減のための対策を行う。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

２　施策の概要
　認定農業者の育成に対して助成するとともに、担い手となる人材の育成のため市農協と連携して援農システムの充実を図る。
　統一ブランド名「さがみはらのめぐみ」により、地場農産物のブランド化を進め、流通の促進を図る。
　鳥獣被害対策として、防護柵設置や捕獲、追い払いに要する経費に対して助成を行う。

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

316 339

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

137 143

目標値 実績値実績値 目標値

148 154151 157154

鳥獣（シカ、イノシシ、サル等）による農業被害面積により、
農作物被害の状況を計る。

目標値 目標値

71

4,262 4,369 4,478

- -

指標１
（単位：人 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位： ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

4,368

43 43

29,600

1.54 1.54

27,400

0.9総事業費・人員
（単位：千円・人）

認定農業者数

基準値

主要野菜の年間生産額により、市民への主要野菜の安定
供給の度合いを計る。

鳥獣（シカ、イノシシ、サル等）による被害件数により、農作
物被害の状況を計る。

主要農畜産物の年間生産量により、市民への地場農畜産
物の安定供給の度合いを計る。

過去５年間の認定農業者数の増加人数を勘
案し、年間３名の増加を見込む。

過去７年間の農業生産額の増加割合を勘案
し、年２．５％の金額の増加を見込む。

過去３年間の鳥獣による被害件数を勘案
し、平成１７年度の最少被害件数４３件を目
標とする。

指標名

31510

平成２６年までに５％の生産量増加目標とし
て、年間約０．８％の増加を見込む。
（最終目標は平成３１年までに１０％の増加）

認定農業者の数により、農業経営の効率化及び担い手とな
る人材の確保の度合いを計る。

第５節　都市農業の振興

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

1

指標５

指標４

指標３

指標２

指標１

3

2

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 躍動し、魅力あふれる交流拠点都市をめざして

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



4　2　1効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

課題

　農業従事者の高齢化や後継者不足により、農家人口や耕作地が減少し、農地の遊休化・荒廃化進んでい
る。
　津久井地域においては、鳥獣被害の問題が生じており、被害対策が必要となっている。

解決策

　効率的かつ安定的な農業経営展開を図る認定農業者を育成するとともに、担い手不足による労働力の不足を補う
ため、農業後継者・担い手育成をさらに推進する。
　鳥獣対策として、有害鳥獣の駆除や防護柵設置に対する経費に対して助成を行い、農産物の安定生産を図る。

○この施策の満足度は3.182で全119施策の中で65番目。
○重要度は3.861で67番目である。
○改善要望度は0.015で61番目である。

Ｈ20評価点

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

有効性

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）

評価点

２次評価

9
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計

１次評価

Ａ

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

※基準年が合併以前で、総事業費・人員が算出できないため、Ｈ19とＨ
20の比較により効率性を評価した。

各事業が果たす施策
に対する目標の達成
度合いを把握し、効果
の高い事業を実施し
ている

安定した農業経営の確立

津久井

南部

西部
北部

70歳以上

60代

50代
40代

30代

20代

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇

施策 3.182 65位 3.861 67位
２０代 3.031 79位 4.034 46位
３０代 3.234 37位 3.797 68位
４０代 3.296 25位 3.855 56位
５０代 3.154 62位 3.847 62位
６０代 3.194 79位 3.894 71位
７０歳以上 3.143 106位 3.696 91位
北部 3.211 64位 3.918 61位
西部 3.200 65位 3.855 65位
南部 3.116 75位 3.861 65位
津久井 3.308 25位 3.452 100位

満足度 重要度


	評価シート

